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地域公共交通の活性化について
－知ること・できること－

1

はじめに
市民出前講座

平成●年●月●日

京田辺市建設部計画交通課

そもそも・・・

Q1.なぜ「交通」って大切なの？

Q２.「公共交通」って何？

Q３.「バス」の語源って知っていますか？

2

Ｑ１．なぜ「交通」って大切なの？

3

通学

仕事

買物

友人 病院

レジャー

交通＝距離の克服

交通＝手段

「住む・働く・憩う」を結ぶ
住民の「くらし」と「なりわい」を支える

出典：土井（2017）交通政策研究ユニット資料をもとに作成

業務
ひと・すまい・まち

通
信
技
術
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Ｑ２．「公共交通」って何？

4

公共交通って、行政などの公共団体が運営するもの？

公共交通とは、不特定多数（誰でも）が一定の料金を支払う
ことで利用することのできる交通手段のことを言います。

例えば、鉄道、バス、タクシー、飛行機、船舶など。

ここで言う「公共」とは、「誰でも使える」という意味と解釈でき
ます。

Ｑ３．「バス」の語源って知っていますか？

5

「バス」とは、ラテン語の「omnibus（オムニバス）」が由来です。

オムニバスの意味は、「すべての人のために」という意味です。

※公共交通；不特定多数の誰でもが利用できる

＝すべての人のために

知ること

6

１．全国の公共交通を取り巻く環境

２．京田辺市の公共交通を取り巻く環境

３．京田辺市の取り組み
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１．全国の公共交通を取り巻く環境

7

（１）都市構造の変化

都市の構造
現在に至るまで人の居住や就労といった生活形態に応じて変化

→ 同時期にモータリゼーションが始まり、都市の郊外化が進んだ

中世までの都市

住民の大部分が職住接近

現代の都市

交通手段の発達に伴い職住が分離

都心部分の人口増加に伴い、人は郊外へと居住するようになり都市は拡大

日本では戦後まもなく都市への人口集中に伴って市街地が形成され、都心部の商
店街は繁栄

１．全国の公共交通を取り巻く環境

8

高度経済成長→道路整備→モータリゼーションと住宅の郊外化の加速
→世帯あたりのマイカー保有率が上昇→中心市街地の衰退

モータリゼーションの進展
により、地域公共交通の位
置づけが相対的に低下。

↓
輸送人員の減少に歯止めが
かからない状況に。

出典：平成28年度 国土交通大学校専門課程 地域公共交通（Ⅰ期）研修資料

（２）モータリゼーション

１．全国の公共交通を取り巻く環境

9

特に地方部で
は、輸送人員
の減少に歯止
めがかからな
い状況。

出典：平成28年度 国土交通大学校専門課程 地域公共交通（Ⅰ期）研修資料
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１．全国の公共交通を取り巻く環境

10

２．モータリゼーション
一般バス路線で
は、平成21年度か
ら平成26年度まで
の5年間で約
8,053kmの路線が完
全に廃止。

鉄軌道では、平成
12年度から平成26
年度までの15年間
で37路線・約
754kmが廃止。

出典：平成28年度 国土交通大学校専門課程 地域公共交通（Ⅰ期）研修資料

交通空白地域の拡大

１．全国の公共交通を取り巻く環境

11出典：平成28年度 国土交通大学校専門課程 地域公共交通（Ⅰ期）研修資料

（３）人口減少社会

高齢者や学生など、地域
公共交通に頼らざるを得
ない住民が一定数存在

通勤・通学需要の減少が
地域公共交通の経営を
圧迫

１．全国の公共交通を取り巻く環境

12
出典：京阪神都市圏交通計画協議会（2012）
「平成22年の京阪神都市圏における人の動き」、p.10

●20～40歳代は減少傾向
若者の車ばなれ
非正規雇用の増加
情報技術の進展

●65歳以上は増加傾向
健康な高齢者の増加
運転できる高齢者の増加

※ 「生成原単位」＝1日1人あたりどれく
らい交通しているのか。

出勤・登校・業務目的↓
自由目的↑
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１．全国の公共交通を取り巻く環境

13出典：土井（2008）「公共交通・負のスパイラルからの脱却について」
『土木計画学研究・講演集』第37巻（CD-ROM）をもとに加筆・修正

放置すると・・・
公共交通減少（経営危機）

公共交通の利用者減少は負のスパイ
ラルを深刻化

公共交通は一度なくなると、再生は
困難（車庫、ドライバー、駅・バス
停、運行スキル）

・モータリゼーション
・通勤・通学の減少
・総交通量の減少
・規制緩和（免許制→許可制）

運転手不足

（４）まとめ

２．京田辺市の公共交通を取り巻く環境

14

２．京田辺市の公共交通を取り巻く環境

15

（１）京田辺市のアクセシビリティ
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２．京田辺市の公共交通を取り巻く環境

16

社会増減率：8.0% ･･･ 2/120市中

公共交通（鉄道・バス）分担率：25.4% ･･･ 14/120市中

生産年齢人口：66.2% ･･･ 4/120市中

高齢者人口：19.0% ･･･ 112/120市中
出典：近畿地方整備局（2016）「近畿コンパクトシティガイダンス」

（２）京田辺市の指標①

２．京田辺市の公共交通を取り巻く環境

17

（２）京田辺市の指標②
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H25
（H25.1.1～12.31）

H26
（H26.1.1～12.31）

H27
（H27.1.1～12.31）

H28
（H28.1.1～12.31）

運転免許証返納状況の推移（京田辺市）

運転免許返納者数 運転免許返納者数うち高齢者（65歳以上） 運転免許返納率 運転免許返納率うち高齢者（65歳以上）

出典：京都府警察本部運転試験場への電話聞き取りによる（H29.6.27）

２．京田辺市の公共交通を取り巻く環境

18

（３）京田辺市の都市構造と交通ネットワーク

出典：「京田辺市都市計画マスタープラン（H23.4改訂）」、p.63

京田辺市型集約都市構造を構成する、北部地域、
中部地域、南部地域の３地域に区分

北部地域

中部地域

南部地域

拠点；JR松井山手駅

拠点；新田辺駅、京田辺駅周辺と市役所周辺との連携

拠点；近鉄・ＪＲ三山木駅周辺

９つの鉄道駅と各拠点から放射状に伸びたバス路
線網により利便性の高い交通ネットワークを形成

各拠点駅周辺
に商業・業務
施設が集積
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２．京田辺市の公共交通を取り巻く環境

19

１）発生集中トリップの代表交通手段構成比の推移（平日）

出典：平成２２年 第５回近畿圏パーソントリップ調査
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（４）パーソントリップ調査結果①

２．京田辺市の公共交通を取り巻く環境

20

②発生集中トリップの代表交通手段構成比の年齢別推移（平日）

出典：平成２２年 第５回近畿圏パーソントリップ調査

（４）パーソントリップ調査結果②
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２．京田辺市の公共交通を取り巻く環境

21出典：平成２２年 第５回近畿圏パーソントリップ調査

（４）パーソントリップ調査結果③
③地域間トリップ（平日）
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２．京田辺市の公共交通を取り巻く環境

22出典：京田辺市統計書
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ＪＲ片町線 近鉄京都線

同志社大学
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（５）京田辺市の公共交通の利用状況①

２．京田辺市の公共交通を取り巻く環境

23

（５）京田辺市の公共交通の利用状況②

同志社大学
文系学部移転

２．京田辺市の公共交通を取り巻く環境

24

（６）京田辺市内を運行するバス①
京阪バス株式会社

新田辺駅～松井山手駅～樟
葉駅
新田辺駅～京阪八幡方面
新田辺駅～宇治田原方面

奈良交通株式会社

新田辺駅～三山木駅
新田辺駅～同志社大学
三山木駅～同志社大学
三山木駅～高船
三山木駅～同志社山手
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２．京田辺市の公共交通を取り巻く環境

25

（７）運行負担金路線①

京田辺市内線（６６系統）
田辺八幡線（７４系統）

東部循環線（１・２系統）
三山木高船線（９０・９１系統）

※自主運行
路線

京田辺市内
バス路線

運行負担金
路線

京阪
バス

奈良
交通市が運行経費の一部を負担し、鉄道駅、公共施設（市役

所・福祉センター）と各集落を結ぶバス路線。

※バス事業者が、需要（利用実績）や収益性を考
慮して、独自に運行している路線。

①福祉バスとしての機能の確保（宝生苑、常磐苑への立ち寄り）
②市役所へのアクセス機能の確保
③旧集落における高齢者の移動支援機能の確保

３
機
能

２．京田辺市の公共交通を取り巻く環境

26

（８）主な課題

路線
鉄道との重複区間の整理
交通不便地域の解消
速達性の確保

ダイヤ
鉄道とのスムーズな連携
定時性の確保
利用しやすい便数設定

収支
利用者数が少なく赤字路線
低い収支率
運行負担金の妥当性

情報
路線図やダイヤの提供
乗り方の案内
バス路線の現状把握

路線再編

ダイヤ改定

利用者数を増やす
負担金の見直し

情報提供

地
域
公
共
交
通
活
性
化

３．京田辺市の取り組み

27

（１）バス交通等検証委員会①

バス交通等検証委員会とは

＜委員構成（１６名）＞

学識経験者（１名）

市民又は利用者の代表（６名）

市内の各種団体の代表者（５名）

市議会議員（２名）

交通事業者（２名）

＜目的＞

京田辺市域における市民生活に必
要なバス等による輸送の確保その他
市民の利便性を図るとともに、バス等
公共交通のあり方を協議していく。

負担金を支出している路線について、
負担金の妥当性についても検証して
いく。
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３．京田辺市の取り組み

28

（１）バス交通等検証委員会②

＜開催履歴＞

平成２２年５月に設置

平成２２年度から２６年度までで計８回開催

平成２７年度から市民公募、交通事業者等に
参画してもらい、新たな検証委員会をスタート
させる

平成２７年度 ３回開催

平成２８年度 ６回開催

平成２９年度 ５回開催

平成３０年度 １回開催（６月末時点）

３．京田辺市の取り組み

29

（１）バス交通等検証委員会③

３．京田辺市の取り組み

30

主な意見
・バス待ち環境（上屋、時刻表）の
改善
・鉄道・バス間の乗り継ぎの改善
・ニーズにあったダイヤ設定か？
・料金体系

（１）バス交通等検証委員会④
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３．京田辺市の取り組み

31

地域住民

交通事業者 行政

①聞く
②知る
③乗る

①聞く
②知る

③乗る

④守る

沿線地域と意見交換（Ｈ３０．６末で計５０回実施）
今後もエリアを拡大し継続的に実施する予定

①聞く
（まず地域、関係者の声を聞く）

②知る
（現状・課題、時刻・路線を知る）

③乗る
（実際に乗ってもらう）

④守る
（マイバス意識を高め大切な交通資源を守る）

（２）地域との対話・連携

またまたクイズです(?_?)

Q４.公共交通（バス・電車）の最大の「敵」って何でしょう？

Q５.クルマの維持費っていくらぐらいでしょう？

Q６.クルマのＣＯ２排出量ってどれくらいでしょう？

32

Ｑ４．公共交通の最大の「敵」は？

33出典：（一社）自動車検査登録情報協会

【再掲】

モータリゼーションの進展
により、地域公共交通の位
置づけが相対的に低下。

↓

輸送人員の減少に歯止めが
かからない状況に。

★一家に１台が当た
り前の時代。

★１台どころか、２台、
３台・・・一人１台の
場合も。
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Ｑ５．クルマの維持費って？

34

項目 経費額等 備考

購入時のクルマの価格（諸経費込み） ２５０万円 平均相場

クルマの使用予定年数 １２．９１年 （一社）自動車検査登録情報協会

１ヶ月のガソリン代 ６，０００円 レギュラーガソリン１２０円×５０ℓ

１ヶ月の駐車場代 ８，３０５円 平均相場（京田辺市）

自動車税（年間） ３９，５００円 普通車１．５ℓ超２．０ℓ以下

自動車保険（任意保険）代 ７３，５９９円 平均相場

１回の車検代（保険・税金含む） ８４，００８円 平均相場

１年間にかかるその他の諸経費（高速利用料など） それぞれ

クルマの維持費 ＝ ５２０，４１１円／年

＝ １，４２６円／日
これって、高いですか？安いですか？
バス代や電車代と比べるとどうですか?

以下の条件でざっくりと計算すると・・・

Ｑ６．クルマのＣＯ２排出量って？

35出典：日本モビリティマネジメント会議ホームページ

＊クルマから公共交通（バス・電車）
に転換した場合どうなる？

【転換前のＣＯ２排出量】
★クルマに乗っている時間
60分／日×0.094kg／分＝5.640kg／日

【転換後のＣＯ２排出量】
★クルマに乗っている時間
30分／日×0.094kg／分＝2.820kg／日
★バスに乗っている時間
15分／日×0.050kg／分＝0.750kg／日
★電車に乗っている時間
15分／日×0.010kg／分＝0.150kg／日

合計＝3.720kg／日
【転換後のＣＯ２排出削減量】

5.640－3.720＝1.920kg／日
１年間に換算すると、460.800kg／年

１８本分のヒノキが１年間に吸収す
るＣＯ２量に相当する!!
（※ヒノキ１本のＣＯ２吸収量＝25kg／年とする）

参考：愛知県交通対策課エコモビリティライフ推進Ｇ

分かっちゃいるけど、やめられない！！

「○○えびせん」のような・・・フレーズですが。

36

★クルマの維持費も以外に高い?!。

★やっぱり環境にも良くない・・・。

★健康面でも・・・。などなど。

分かっちゃいるけど、やめられない！！だって、便利だから。

毎日の行動のなかで、少しでも公共交通（バス・電車）に
乗る機会を増やしてみませんか？できるところから・・・。
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地域公共交通を活性化させるために

37

人体に例えると、

各臓器；まち・集落

血 管；道路、線路などのネットワーク

血 流；交通の流れ

健康な人とは？

健康なまちとは？

（１）「交通まちづくり」という考え方

コンパクト・プラス・ネットワーク
＝まちづくり（都市計画）＋交通

地域公共交通を活性化させるために
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（２）「路線バス」という選択

①交通資源を活かしたまちづくり
路線バス？
コミュニティバス？
デマンド交通？

②高齢化に対応したまちづくり
路線バス？
コミュニティバス？
デマンド交通？

運転
手

公共
性

維持
費

運賃

公平
性

ネットワー
ク連続性

財政負担

健康

孤立持続性

地域公共交通を活性化させるために
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（３）持続可能な公共交通をめざして

市民の安心・安全・豊かな暮らしの向上

将来を見据えた公共交通の維持確保

さらなる交通ネットワークの強化

乗る

収益増
サービ
ス向上

正
の
ス
パ
イ
ラ
ル

削減不要

持続可能な
公共交通

守る 育てる
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（４）京田辺市のアクセシビリティの向上

交通利便性を活かした外とのつながり

バス：高速バス、路線バス

鉄道：ＪＲ片町線、近鉄京都線、北陸新幹線

自動車：広域道路網（第二京阪、新名神）

域外交通の充実

外とのつながり（ネットワーク）を活かす市内
移動のさらなる充実

バス：路線バス

鉄道：ＪＲ片町線（複線化）、近鉄京都線

域内交通の充実

地域公共交通を活性化させるために
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1. 地域住民の移動手段の確保
2. コンパクトシティの実現
3. まちの賑わいの創出や健康増進
4. 人の交流の活発化
5. 環境負荷の軽減

バス交通の役割

多面的な役割を
持つ交通手段
多面的な役割を
持つ交通手段

バス交通の課題
1. 輸送人員の減少（モータリゼーション、人口減少、規制緩和）
2. 経営状況の悪化
3. 赤字路線の増加
4. 運転手不足

縮小・撤退縮小・撤退

再び注目!!
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さいごに

お年寄り
のためにも

子どもたち
のためにも

『乗って残そうバス交通』を合い言葉に！！


